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「背景」人工呼吸中には自発呼吸との不同調

や回路のはずれ・ゆるみ ・閉塞などの不具合が

起こるこ とがあり対処が遅れると重大な結果を

まねくことがあり得る。人工呼吸器にはそれぞ

れアラーム機能が装備され、グラフィックモニ

ターとともに問題の発見と対処ができるよう設

計されている。しかしセントラルモニターに人

工呼吸器の情報が表示される方が問題の早期発

見にはより望ましい。このたびアラーム履歴を

波形情報とともに保存し解析可能なシステムの

開発を試みた。「方法Jシステムの仕様は以下の

通り であった。(1)人工呼吸器の設定値、計測値、

波形情報を取り込み最大 1011分のデータを保

存する。(2)同時にモニタ リング可能な患者数は

8人。(3)波形情報のサンプリング数250/秒で全

患者表示時最大60/秒で個人画面では 120/秒で

表示する。(3)アラーム履歴も取り込み可能でア

ラーム発生の日時とともに保存される。各ア

ラーム履歴を選択するとそのアラーム発生時の

波形情報を呼び出すことができる。システムの

有用性を確認するためにテスト肺を人工呼吸器

(NPB7200ae)で、換気し、回路はずれや閉塞を意

図的に作成し記録されたアラーム履歴から波形

情報を呼び出した。「結果j異常発生時のアラ ー

ム履歴からその時点の気道内圧と流速波形を呼

び出すことができいかなる異常が発生したのか

推測が可能であると考えられた。

「考察j本システムは波形情報のアナログ出

力が装備されていない人工呼吸器ではメリット

がti:.かせないという問題点も存在する。また

Sp02等の情報がが同時に取り込まれていれば

より有用と思われる。

「結論J本システムは異常発生時のリスクマ
ネジメント上有用と恩われる。


